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▲敗戦の弁を述べる山本さん（左）、平井さん（右）

と　
き　
６
月

と　
き　
６
月
１８１８
日（
日
）

日（
日
）１０１０
時時
００００
分
開
会
予
定

分
開
会
予
定

と
こ
ろ　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

と
こ
ろ　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

参
加
費　
無
料

参
加
費　
無
料

※
同
期
の
仲
間
で
楽
し
く
交
流
し
よ
う
。詳
し
く
は
各
組
合
ま
で
。

※
同
期
の
仲
間
で
楽
し
く
交
流
し
よ
う
。詳
し
く
は
各
組
合
ま
で
。

新
入
組
合
員
歓
迎
集
会

新
入
組
合
員
歓
迎
集
会

【在級期間表】（人事院規則９―８ 別表第６）
職務の級

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 10 級

３
（８） ４ ４ ２ ２ ４ ３ ３ ３

　

人
事
院
が
中
途
採
用
者
の

給
与
決
定
及
び
職
員
の
昇
格

の
柔
軟
な
運
用
に
つ
い
て
現

行
制
度
上
可
能
な
取
り
扱
い

を
明
確
に
す
る
た
め
通
知
を

出
し
た
こ
と
か
ら
、
各
自
治

体
は
改
め
て
現
行
制
度
の
確

認
と
改
善
点
の
点
検
が
必
要

と
な
る
。

　

森
本
局
長
は
、「
国
家
公

務
員
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
数
度
に
わ
た
っ
て
、
中
途

採
用
者
の
給
与
水
準
を
よ
り

直
採
用
者
（
新
卒
後
す
ぐ
入

職
し
た
職
員
）
と
均
衡
さ
せ

る
よ
う
、
前
歴
換
算
に
お
け

る
初
号
制
限
（
そ
の
者
の
属

す
る
級
の
上
位
の
級
の
初
号

の
給
料
額
を
上
回
る
号
給
と

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
制

度
）
の
撤
廃
や
、
公
務
に
直

接
役
立
つ
民
間
経
験
で
あ
れ

ば
、
５
年
を
超
え
て
も
１２
月

換
算
と
す
る
と
い
う
制
度
改

善
が
行
わ
れ
て
き
た
。
各
自

治
体
で
古
い
規
定
が
残
っ
て

い
る
場
合
は
撤
廃
し
、
国
の

取
り
扱
い
を
参
考
に
初
任
給

決
定
の
改
善
と
昇
格
要
件
の

緩
和
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
」
と
説
明
。

　

以
上
の
国
の
取
り
扱
い
を

踏
ま
え
、
各
単
組
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
提
起
し

た
。
基
本
的
考
え
方
は
、
直

採
用
者
と
の
均
衡
の
観
点
か

ら
、
民
間
経
験
等
の
あ
る
中

途
採
用
者
の
初
任
給
決
定
や

昇
格
要
件
に
関
す
る
規
則
、

運
用
の
点
検
・
改
善
を
行
う

こ
と
が
必
要
。
自
治
体
に
よ

っ
て
規
則
・
運
用
の
状
況
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
ポ
イ

ン
ト
は
下
記
の
４
点
。
①
２

級
以
上
の
初
任
給
格
付
け
を

可
能
と
す
る
こ
と
。
②
民
間

　

第
２０
回
統
一
自
治
体
選
挙

の
前
半
戦
、
京
都
府
議
会
議

員
選
挙
と
京
都
市
会
議
員
選

挙
が
４
月
９
日
に
投
開
票
さ

れ
た
。
京
都
府
議
会
選
挙
で

は
、
府
本
部
組
織
内
の
平
井

と
し
き
さ
ん（
京
都
市
北
区
）

と
山
本
あ
つ
し
さ
ん
（
木
津

職
務
経
験
を
１
０
０
％
換
算

と
す
る
こ
と
。
③
人
事
院
規

則
に
あ
わ
せ
、
最
短
昇
格
期

間
（
１
年
）
の
適
用
、
在
級

期
間
の
短
縮
（
５
割
）
を
す

る
こ
と
。
④
必
要
な
在
職
者

調
整
を
行
う
こ
と
。

　

最
後
に
、
森
本
局
長
は
自

身
の
経
験
を
織
り
交
ぜ
な
が

川
市
・
相
楽
郡
）
が
再
選
を

め
ざ
し
た
が
惜
敗
し
た
。
京

都
市
会
選
挙
で
は
、
坂
巻
ゆ

ず
る
さ
ん
（
右
京
区
）
が
挑

戦
し
た
が
、
同
じ
く
惜
敗
と

な
っ
た
。

　

連
合
京
都
お
よ
び
府
本
部

が
推
薦
・
支
持
を
し
た
候
補

も
維
新
勢
力
の
伸
長
に
よ
り

大
変
厳
し
い
結
果
と
な
っ

た
。
所
属
政
党
別
の
議
席
数

は
立
憲
民
主
党
が
、
府
議
会

で
３
議
席
、
国
民
民
主
党
は

４
議
席
、無
所
属
は
２
議
席
。

京
都
市
議
会
で
は
立
憲
民
主

党
が
２
議
席
、
国
民
民
主
党

は
３
議
席
、公
明
党
１
議
席
、

無
所
属
１
議
席
と
な
っ
た
。

　

投
票
率
は
府
議
選
４０
・
２３

％
。
市
議
選
３９
・
８５
％
で
前

回
よ
り
は
微
増
と
な
っ
た

が
、
と
も
に
過
去
２
番
目
の

低
さ
と
な
っ
た
。

ら
、
公
務
員
の
給
与
は
一
度

位
置
づ
け
ら
れ
る
と
低
い
ま

　

後
半
戦
は
１６
日
に
告
示
さ

れ
、２３
日
が
投
票
日
と
な
る
。

府
本
部
組
織
内
・
政
策
協
力

候
補
と
し
て
、
木
津
川
市
議

会
選
挙
に
福
井
平
和
さ
ん
、

ま
に
な
る
と
指
摘
。
単
組
で

活
動
し
て
い
る
時
代
に
は
給

料
の
ラ
イ
ン
が
７
本
あ
り
、

一
本
化
す
る
の
に
１７
年
か
か

っ
た
こ
と
を
例
に
あ
げ
、「
公

共
民
間
職
場
、
会
計
年
度
任

用
職
員
も
含
め
、
同
一
労
働

・
同
一
賃
金
を
め
ざ
し
て
少

し
で
も
改
善
す
る
よ
う
、
各

単
組
各
職
場
で
一
歩
一
歩
で

も
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

い
」
と
訴
え
た
。

八
幡
市
議
会
に
福
田
さ
よ
こ

さ
ん
、
宇
治
市
議
会
に
西
川

と
も
や
す
さ
ん
が
再
選
を
め

ざ
す
。必
ず
投
票
に
行
こ
う
。

　

国
の
独
法
に
よ

る
「
暮
ら
し
と
意

識
に
関
す
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
・
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

共
同
調
査
」
結
果

が
公
表
さ
れ
た
▼
イ
メ
ー
ジ

す
る
「
中
流
の
暮
ら
し
を
送

る
の
に
必
要
な
年
収
」
に
関

し
て
、
有
配
偶
者
は
「
６
０

０
万
円
以
上
」
と
「
８
０
０

万
円
以
上
」、
無
配
偶
者
は

「
４
０
０
万
円
以
上
」
と
「
６

０
０
万
円
以
上
」
に
回
答
が

集
中
。
ち
な
み
に
労
福
協
の

奨
学
金
返
還
中
の
方
対
象
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
出
世
し
た

と
思
え
る
年
収
」
は
、
全
体

で
７
３
２
万
円
だ
っ
た
▼

「
中
流
の
暮
ら
し
に
当
て
は

ま
る
条
件
」
は
、
世
帯
主
が

正
社
員
（
６３
・
０
％
）、
持

ち
家
（
６１
・
２
％
）、
自
家

用
車
（
５９
・
５
％
）
を
多
く

選
択
▼
「
中
流
の
暮
ら
し
を

し
て
い
る
か
」
は
、
５５
・
７

％
が
「
中
流
よ
り
下
の
暮
ら

し
」、
３８
・
４
％
は
「
中
流

の
暮
ら
し
」
と
回
答
▼
少
し

シ
ョ
ッ
ク
だ
が
「
努
力
さ
え

す
れ
ば
誰
で
も
豊
か
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
か
」
は
、
６５

・
６
％
が
「
思
わ
な
い
」
と

し
、
よ
い
人
生
を
送
る
た
め

の
条
件
と
し
て
、
も
っ
と
も

割
合
が
高
い
「
真
面
目
に
努

力
す
る
こ
と
」
は
、
若
い
世

代
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
い
。

他
に
も
「
親
よ
り
経
済
的
に

豊
か
に
な
れ
る
と
思
う
か
」

な
ど
興
味
深
い
質
問
も
。
是

非
ご
一
読
を
！�

（
て
）

組織内候補
■
木
津
川
市

福
井
　
平
和

ふ
く
い
ひ
ら
か
ず
／
現
１

政策協力候補
■
宇
治
市
議
会

西
川
と
も
や
す

に
し
か
わ
と
も
や
す
／
現
２

政策協力候補
■
八
幡
市
議
会

福
田
さ
よ
こ

ふ
く
だ
さ
よ
こ
／
現
３

　
近
年
民
間
と
同
様
に
、
自
治
体
に
お
い
て
も
中
途
採
用
、
経
験
者

採
用
が
増
え
て
い
る
が
、
同
様
の
職
務
を
担
う
職
員
に
比
べ
て
給
料

が
極
端
に
低
い
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
。
中
途
採
用
者
の
賃
金
改
善
は
、

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
初
任
給
格
付
け
等
の
総
点

検
を
行
い
、
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
府
本
部
は
３
月
１５
日
こ
ど
も
み
ら
い
館
で
、
本
部
の
森
本
正
宏
総

合
労
働
局
長
を
講
師
に
中
途
採
用
者
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
学
習
会

を
開
催
し
た
。

統一
自治体
選挙
前半戦

府本部組織内・政策協力候補

4/23
投票日 中

途
採
用
者
の
賃
金
改
善
め
ざ
そ
う

中
途
採
用
者
の
賃
金
改
善
め
ざ
そ
う

自
治
労
組
織
内
は
惜
敗

後半戦スタート後半戦スタート

例）�大卒後、民間経験年数が
５年あるものが大卒程度
試験によって採用された
場合
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自
治
労
本
部
青
年
部
は
２

月
１８
～
１９
日
に
、「
福
島
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
を
開
催
。

府
本
部
か
ら
１
人
が
参
加
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
原

発
事
故
の
深
刻
な
影
響
を
現

地
で
学
習
し
、
今
後
の
反
原

発
闘
争
を
強
化
す
る
こ
と
を

　

近
畿
地
連
青
年
女
性
協
議

会
は
２
月
２３
日
、
Ｐ
Ｌ
Ｐ
会

館
に
て
２
０
２
３
近
畿
地
連

目
的
に
、
福
島
県
の
東
日
本

大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承

館
、
大
熊
町
役
場
、
特
定
廃

棄
物
埋
立
情
報
館
リ
プ
ル
ン

ふ
く
し
ま
な
ど
を
視
察
し
学

習
を
深
め
た
。

　

震
災
の
記
憶
を
現
地
に
て

肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、
様
々

青
年
女
性
協
議
会
春
闘
期
学

習
会
を
開
催
し
、
府
本
部
か

ら
１０
人
（
内
女
性
６
人
）
が

な
視
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
。
と
く
に
、
大
熊
町
で
は

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
全

町
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

現
在
も
放
射
線
量
の
高
さ
か

ら
制
限
さ
れ
て
い
る
区
域
が

あ
る
中
で
「
震
災
と
原
発
事

故
か
ら
復
興
を
成
し
遂
げ
た

町
」
と
な
る
よ
う
、
日
々
奮

闘
し
て
い
る
仲
間
が
い
る
こ

と
を
知
り
、
ど
こ
か
他
人
事

だ
と
思
っ
て
い
た
福
島
の
原

発
事
故
を
自
分
事
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
日
目
は
、（
公
財
）
日

本
教
育
公
務
員
弘
済
会
福
島

支
部
専
門
幹
事
の
柴
口
正
武

氏
に
よ
り
「
震
災
か
ら
１２
年

～
学
校
現
場
か
ら
見
え
る
原

発
災
害
～
」
と
題
し
た
講
演

を
受
け
た
。
そ
の
後
参
加
者

で
分
散
会
を
行
い
、
全
国
の

仲
間
と
の
有
意
義
な
情
報
共

有
を
行
っ
た
。

参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表

し
て
近
畿
地
連
青
年
女
性
協

議
会
の
音
田
議
長
（
宇
治
田

原
町
職
）
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
次
に
自
治
労
大
阪
本

部
の
大
西
副
執
行
委
員
長
か

ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、
自
治
労
中
央
本

部
青
年
部
の
関
川
副
部
長
か

ら『
気
持
ち
を
と
と
の
え
る
、

２
０
２
３
春
闘
』
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
受
け
た
。
春
闘
期

に
つ
い
て
具
体
的
に
詳
し
く

学
習
し
、
仲
間
の
声
を
ど
う

集
め
て
い
く
か
具
体
的
に
教

え
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
あ
と
１０
グ
ル
ー
プ
に

新規採用職員のための

4月27日（木）18：30開会と　き

京都市・ウイングス京都ところ

無料参加費

【第1部】18：30～
新規採用職員のためのライフプランセミナー
講師：瀬戸家みのりさん（FP）
※参加された新規採用職員には
� Amazonギフト券をプレゼント！

ライフプランセミナーライフプランセミナー
アースデイコンサートアースデイコンサート

　

自
治
労
本
部
町
村
評
は
２

月
１７
日
、
東
京
・
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
第
４３
回
全
国
町

村
職
総
決
起
集
会
を
開
催
。

本
集
会
は
春
闘
に
む
け
た
全

国
の
町
村
職
組
合
員
の
意
思

統
一
の
た
め
毎
年
こ
の
時
期

に
開
催
し
て
い
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

今
回
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ

分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
、
自
分
の
職
場
の
現
状
を

話
し
合
っ
た
。
様
々
な
職
種

の
仲
間
と
困
り
ご
と
や
解
決

策
な
ど
を
共
有
し
、
話
し
合

っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
最

後
に
関
川
副
部
長
か
ら
講
評

を
い
た
だ
き
学
習
会
は
終
了

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
で

き
な
か
っ
た
学
習
会
だ
が
、

今
回
い
ろ
ん
な
人
の
話
を
聞

き
、
ま
た
話
す
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。
今

回
の
学
習
会
の
こ
と
を
各
単

組
、
青
年
部
・
女
性
部
で
共

有
し
て
い
き
た
い
。

れ
、
府
本
部
か
ら
２
単
組
５

人
が
参
加
し
た
。

　

宮
脇
町
村
評
議
長
が
主
催

者
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
。「
２

０
２
３
春
闘
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
『
あ
な
た
の
声
で
は
じ
ま

る
春
闘
』。
組
合
員
の
要
望

に
応
え
る
べ
く
組
合
員
の
声

を
反
映
し
た
要
求
書
の
提
出

を
し
っ
か
り
行
っ
て
ほ
し

い
。
ま
た
連
携
す
る
議
員
の

力
に
な
れ
る
よ
う
町
村
職
の

特
徴
で
あ
る
『
顔
が
見
え
る

運
動
』
の
展
開
に
よ
り
組
織

の
拡
大
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
訴
え
た
。

　

伊
藤
書
記
長
よ
り
春
闘
方

針
の
提
起
、瀧
口
幹
事
よ
り
、

総
務
省
要
請
に
つ
い
て
の
報

告
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
参

加
者
の
決
意
表
明
、
宮
脇
議

長
に
よ
る
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
集
会
を
終
え
、
デ
モ
・
請

願
行
動
に
出
発
し
た
。

　

デ
モ
行
進
で
は
、
会
場
か

ら
国
会
議
事
堂
前
ま
で
「
町

村
職
員
の
低
賃
金
を
改
善
し

よ
う
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
あ
げ
た
。
国
会
議
事
堂

前
で
は
、
鬼
木
ま
こ
と
参
議

院
議
員
な
ど
協
力
国
会
議
員

へ
の
請
願
行
動
を
行
い
、
参

加
者
全
員
で
賃
金
や
職
場
環

境
の
改
善
を
訴
え
た
。

4月29日（土・祝）
⃝連合京都中央メーデー�
　　　　10：00　梅小路公園芝生広場
⃝連合南山城地域メーデー�
　　　　10：00　太陽ヶ丘野外ステージ
⃝連合乙訓地域メーデー�
　　　　10：00　JR長岡京駅前バンビオ広場
⃝連合北部地域メーデー�
　　　　13：30　丹後文化会館

4月30日（日）
⃝連合中部地域メーデー�
　　　　10：00　福知山市厚生会館

連
合
京
都
地
域
メ
ー
デ
ー

笑顔あふれる未来めざそう

※チラシを持参し、各地域メーデーにご参加を。
※多数ご参加ください。詳しくは各職場の組合まで。

【第2部】19：15～
アースデイコンサート2023
演奏：�京響音楽家労組による�

� フルート四重奏
※第2部はどなたでも参加OK。

ライフプランと地球環境を考えよう

&

青年部が福島スタディツアー

東京で全国町村職総決起集会

仲間と職場課題を共有

地連青女協が春闘学習会

将来後悔しないために将来後悔しないために

震
災
の
記
憶
を
現
地
で
学
習

町
村
職
の
低
賃
金
改
善
を

町
村
職
の
低
賃
金
改
善
を
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